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論文内容要旨
 鉄鋼やチタン合金では圧延や鍛造による高温での成形を行う.一近年の国家プロジェクトでは構造用金
 属材料での強度一靭性バラシスのさらなる向上を目的として,種々の加工熱処理プロセスによる結晶粒
 微細化の極限が埠求され,その基本原理として二相域温間変形時の動的再結晶の利用が注目されている.
 一方,結晶粒微細化は金属材料の良好な超塑性特性の発現にも必要不可欠である.本論文は,代表的構一
 造用金属材料宅ある低合金鋼と一チタン合金について,二相域変形時の組織変化と特性におよぼす初期粒
 径,合金元素,第2相粒子の影響について系統的に調査した内容をまとめたもので,全編6章よりなる.
 第ユ章は,序論ぞあり,本論文の背娯と目的を述べている.
 第2章は,低合金鋼のフェライト+セメンタイト二相域での温間変形に及ぼす初期組織あ影響につい
 て調査し,ラスマルチンサイトを初期組織とすると,(1)従来のフェライト+パーライト組織の場合よ
 りも動的再結晶発現に必要な臨界歪みが小さくなり低い付加歪みで微細フェライト粒組織が得られる
 こと,(2)炭素量が多いほど初期有効粒径が微細であるため動的再結晶が起こりやすく,またセメンタ
 イト粒子による粒成長抑制のため再結晶粒径がより微細になること,を明らかにしている.,
 第3章1誘ジチタンにおいて従来不純物として低減が必須とされていたFeを積極的に添加したTシFe
 二元合金について,第2章と同様に,初期組織の微細化が(α+β)二相域での動的再結晶挙動に及ぼ
 す影響を調査したもので,β溶体化後」貝焼き入れて再加熱した方が,溶体化温度から直接変形温度ま
 で徐冷した場合よりも,『変形前に得られる層状(α+β)組織が微細になり,特にα相体積率が多い場
 合に動的再結贔が促進されることで粒径0、5幽の超微細α粒組織が得られることを明らかにしている.
 第4章は,新しい生体用(α+β)チタン合金である膝組一Nわ一Mo-Fe合金の超塑性特性改善のための
 基礎的研究として,合金元素量の変化が二相域での変形抵抗に及ぼす影響について系統的に調査したも
 のである.その結果,(1)高温一低歪み速度変形では,β相中の拡散速度が応力緩和に大きく寄与し,κ
 を添加することでβ相中に拡散の速いFeが濃縮し変形抵抗が低下すること,(2)低温一高歪み速度変形
 では粒内変形の寄与が大きりため,強度のより低いβ相分率が増加すると変形抵抗が低下すること,を
 明らかにしている.
 第5章は,生体用(α十β)チタン合金の筆一4,5A1・6Nb・2Mo・2Fe合金の超塑性特性改善に不句欠な
 (α+β)二相域変形中の動的粒成長抑制を酸化物粒子(Y203)の微細分散により図ったもので,Y203
 粒子の存在によって静的および動的な粒成長が遅らされることを示している.
 第6章は,本論文の結論である.
 以上要するに本論文は,低合金鋼およびチタン合金について二相域変形による効果的な結晶粒微細化
 を図ったもので,その結果初期粒径,合金元素,第二相粒子の微細分散の制御による再結罷・粒成長挙
 動の変化について多くの重要な基礎的知見を得ている.本研究の知見は学術的にも実用的にも価値の高
 いものであり,金属工学の発展に寄与するところが少なくない.
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 論文審査結果の要旨
 鉄鋼やチタン合金では圧延や鍛造などによる高温での成形を行う.近年の国家プロジェクトでは構造
 用金属材料での強度一靭性バランスのさらなる向上を目的として,種々の加工熱処理プロセスのよる結
 晶粒微細化の極限が追求された.その基本原理としての二相域温間変形による動的再結鼎の利用が現在
 澄目されている.7方寿,結晶粒微細化は金属材料の良好な超塑性特性の発現には必要不可欠である.
 本論文は・代表的構造用金属材料である低合金鋼およびチタン合金について,二相域変形時の組織変化
 と特性におよぼす初期粒径,合金元素,第2相粒子の影響にづいて系統的に調査した内容をまとめたも
 のであり,全編6章よりなる.
 第1章は,序論であり,本論文の背景と目的を述べている.
 第2章は,低合金鋼のフェライト+セメンタイド二相域での渥間変形に及ぼす初期組緯の影響1こつい.
 て調査』し,ラスマルチンサイトを初期組織とすると,(1)従来のフェライト+パーライト組織の場合よ
 りも動約再結贔発現に必要な臨界歪みが小さくなり偉い付加歪みで微細フェライト粒組織が得られる.
 こと・!2)炭素量輝多ヤ、ほど初期有効陣径が微細であるため動的再結晶参起こりやすく,またセメンタ
 、イト粒子による粒成長抑制のため再結晶粒径がより微細こなること,を明らかにしている,
 第3章は,臓において従来不純物として低減が必須とされていたFeを積極的に添加したTi{Fe二元
 合金について,第2章と同様に,初期組織の微細化が(α+β)二相域での動的再結晶挙動に及ぼす影
 響を調査したもので・β溶体化後}旦挽き入れて再加熱した寿が・溶体粥温度から直擦変形温度まで徐
 冷した場合よりも,、変形前に得られる層状(α+β)組織が微細になり,特にα相体積率が多い場合に
 動的再結晶が促進されることで粒径α5ミクロンの超微細α粒緯織が得られるこ≧を明らかにレている..
 第4章は,新しい生体用(α+β)チタン合金であるTi-A董一Nb-Mo-Fe合金の超塑性特性改善のための
 基礎的研究として,合金元素量の変化が二相域での変形撫抗に及噂す影響について系統的に調査したも
 のである.その結果(1)高温一低歪み速度憂形でばβ相中の躰散導摩が応ヵ緩和に大きく寄与し,Al
 を添加することでβ相中に拡散の速いFeが濃縮し変形抵抗が低下すること,一(2)低温一高歪み速度変形
 では粒内変形の寄与炉大きいため,強度のより低いβ相分率が大きい方が変形抵抗が低いこと,を明ら
 かにしている.
 第5章は・生体用(α+.β)チタン合金の丁楓・5A}6Nb・2M6・2Fe合金の超塑性特性改善に不可欠塗
 (α+β)二相域変形中の動的粒成長抑制を酸化物粒子(Y20倉)の微細分散により図ったもので,Y203
 粒子の存在によって静的および動的な粒成長が遅らされることを示している.
 第6章は,本論文の結論である.
 以上要するに本論文は,低合金鋼およびチタン合金について二相域変形による効果的な結晶粒微細化
 を図ったもので,その結果初期粒径,合金元素,第二相粒子の微細分散め制御による再結晶・粒成長挙
 動の変化について多くの重要な基礎的知見を得ている.本研究の知見は学術的にも実用的にも価値の高
 いものであり,金属工学の発展に寄与するところが少なくない.
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める.
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